１９５５年作品であるので、私が５歳のころの映画である。

森繁久弥、二木てるみなど往年の懐かしい顔がでてくる。

映画の始まりは『会津磐梯山』で始まり、結婚式へ向かう村の集がのるバスは

紛れも無い、福島電鉄・県南交通のボンネットバスである。

結婚式に向かう村の集の勧めでバスの運転手が＜一杯だけ・・・＞と言って
酒を飲む。昔は当たり前の光景だったかもしれない。

 

なんとなく開いたビデオ一覧に『警察物語』があった。

親父が取っておいたものである。

森繁と二木てるみのやり取りに泣いていた親父を思い出した。

若い警官は『釣りバカ日誌』のスーさんである。

たしか、親父に頼まれてビデオにした映画はいくつかあった。

親父は日本ビクターに勤務して居る頃、上司に佐野周二がいたと
いつも自慢していた。

機械をいじるには得意であったが、ITやビデオはまったくの不得手であった。

劇中で『ねんねこ』で赤ん坊を背負い、学帽を被った息子を連れた母親が
＜万引き＞で警察に捕まるシーンがあった。

同じ光景を赤トリヰが、今の大東銀行のところで土蔵を利用して
営業している頃に見たことがある。

 

お袋が親父と喧嘩をして弟が未だ生まれる前に妹を『ねんねこ』で背負い

学帽を被った私の手を引いて家を出たことがあった。

雪の降る寒い夜であったことを覚えている。

お袋に手を引かれ、これからどうなるのかと不安に駆られたことが思い出させる。

この光景のおかげで、『一杯の掛け蕎麦』の映画をを見ることができなかった。

トラウマとなっていた・・・・・

大変な時代だったのかもしれないが＜夢があった＞。

なにくそ！いつかは！と言う根性があった・・・・

いま・・・・＜虚無感しかない・・・・（・・）；

 

 昭和３０年代であろうか、円卓を囲んで雑炊を啜っていた頃を思い出す。

金は無く、その日暮らしの貧乏魚屋であったが祖母と父母、妹と幼き弟との懐かしい暮らしが

思い出させる。

大好きなカレーライスは、丸善の魚肉ソーセージだった。

貧乏が貧乏とは感じなかった。夕焼けの旧第一小学校校庭で遅くまで遊び、６畳一間の

居間で親子が川の字に並んで寝た。

今振り返っても、本当に幸せな毎日であった。

 

森繁の台詞、二木てるみの台詞を思い出すように聞いている。

大事に残したい映画である。

当時は当たり前であった若い娘の『年季奉公』など今は死語なのかもしれない。

 

通勤で新宿駅や上野を通過することがある。

我々東北人は、家族に仕送りをすることがDNAに刷り込まれている。

いろんな事情で仕送りが家族にできなくなったとき、彼らは行き場を失い＜ホームレス＞となるのかな・・・・

１８歳で上京した折、故郷に帰りたくて上野駅の１６・１７番線に毎日のように通った。

ホームシックであろう。この線路が故郷の父母の元に通じていることを知っている年頃となっていた。

 

小学生の頃の須賀川警察署のパトカーはジープであった。

まさに『警察物語』そのものの人情味溢れる故郷であった。

